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平成２４年度 第２回福島町まちづくり合同会議 

 

（開会６：００時） 

 

○事務局 

 それでは、定刻になりましたので、

第２回まちづくり合同会議を始めさ

せていただきたいと思います。 

会議の先立ちにお詫びということ

で、本来であれば、事務局挨拶をうち

の鳴海誯長の方からするはずだった

んですけれども、急きょ今日来られな

くなりまして、私の方から挨拶という

か、会議の進め方についてお話をさせ

ていただければと思います。 

会議については、第１回の会議とい

うことで、５月の３０日に１回行って

おります。その会議の進め方というこ

とでも、前回、前年度３月に町民フォ

ーラムの方から提言書ということで、

ある程度大きい大項目という部分を

定めておりまして、その部分について

今年度は、その部分の実際の進め方と

いう部分で、若い人たちに検討をして

もらっています。その内容について、

まちづくり推進会議委員の皆さんの

方からアドバイスということで、違う

視点から、これを実現的にするにはど

うすればいいのか、という部分で思っ

たことを、アドバイスしてもらいたい

なということで、今日の会議の方は進 

めていくような格好で、前回も含めて 

そのような格好で動いております。 

 いずれにしろ、当会議の部分につい

ては、これからの福島町の未来に向か

って良くしていこうということで、気 

 

 

 

 

持ちのある方が参加していただいて

いることと、自分の方では思っており

ますので、その部分では大変忙しい中

ですけれども、今回を含めてあと３～

４回会議を開催する格好になってい

ますので、ご協力の方をお願いしたい

と思います。 

今後の会議の進め方については、協

力をいただいているぎょうせいの方

から進めさせていただきますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

○ぎょうせい 

 皆さんこんにちは。今日は大変お忙

しい中、特にまちづくり推進会議の委

員の皆様方にはまたご足労いただい

て、いろいろアドバイスをいただきた

いと、こう思います。 

今、担当の方からお話がありました

ように、ぜひ皆さん方の知恱を若い人

たちに貸してあげてほしいというの

が我々の願いでございます。 

 今日も進め方としては前回と同じ

でございますけれども、お手元の資料

を１つだけ、Ａ４で作ってある資料、

福島町まちづくり合同会議結果とい

うことで、これは前回皆さん方にご協

力をいただいて、各グループが発表さ

れたものを整理しました。 

 私の方では、前回申しあげたとおり、

コンサルの立場としての意見はほと

んど入れてございません。これは、こ
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れから全項目が終わった段階でまた、

我々の方からの提案もさせていただ

きますが、ここにまとめてあるのは、

まちづくりこの合同会議の意見とし

て出されたものを整理したというこ

とでございます。 

 一つ、これからのことでどうなるん

だということで、皆さま方特に気にな

さっている方もいらっしゃると思い

ますので、この資料の２ページ目のと

ころを開けていただきますでしょう

か。１枚めくっていただくと、施策の

体系（仮）というのが書いてあります。

前回は、この施策の体系、多様な雇

用・就労の場の創出ということで、柱

にすると１３本ですか、これらについ

て一挙にご指導いただくという中で

も、特に各グループが上位にあげてい

た３つを重点的にご意見いただいて、

整理させていただきたいと思います。

その中で、ここに重要度の高い項目と

して、グループ何位と書いてあります

が、全項目検討はしていただいたんで

すが、今度どういうふうにやるかとい

うと、これは前回の分の整理ですけれ

ども、例えば１の大きな項目の中に、

中項目で１．企業家育成、仕事起こし

企業誘致などによる多様な雇用・就労

の場の創出という項目で５本の柱が

ある。この中で、各グループを検討す

ると、上位に上がって来たものが③と

④例えばこうあります。２のところで

も上位のところでは②のところ、集積

された地域資源活用とこうあります。

これは、上位に上げられたものを得点

化しまして、１位が５点、２位が３点、

３位が１点というようなことで点数

化しますと、この場合に一番点数が高

かったのは、２の新たな産業（商・観

光）等の創出というところの②ですね。

集積された地域資源活用というのが、

１位で１０点。 

しかしこれは、例えばこの中で、時

間のある時に読んでいただきたいん

ですが、読んでいくとその他の項目、

一番上にあるスモールビジネス、要す

るに起業家支援策ですとか、もっと言

いますと、今の②の集積された地域資

源活用の上に、ここにはたまたま公設

民営市場と書いてありますが、いずれ

にしても公設民営市場という言葉を

抜きにしても、若い方々の職場づくり、

出会いの交流の場づくりということ

についても、この集積された地域資源

活用の中に、議論として整理されてき

ているんですね。ですから今度、この

項目の体系をどう整理するか、前回時

間がなくて、体系の整理まで進んでお

りません。今回も、特にあとで議論し

ていただくのも体系の整理は考えて

いるんですね。各項目の柱について議

論していただいて発表していただく

と、今度は項目間の整理をしなければ

いけない。体系整理ですね。どれを中

心に町にプロジェクトの提案書とし

て提出するかというのは、次回全項目

が終わった時に、どの柱とどの柱を一

緒にしたほうが効率的だとかですね。

何を優先的にやっていけばこの柱に

つながるとかっていう整理は、次回終

わった後に我々の方で整理したもの

をまた皆さん方に提示しますので、そ
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の中で議論をしていただくというこ

とで、見ていっていただきたいという

ふうに思います。ですから、重要度の

高い項目として、順位の入っていない

ところは、全部捨てちゃうという意味

ではありません。ここに書かれている

のは、相互に全部関連性がありますか

ら、最終的にはそれらを整理した項目

として、提案をしていくということだ

けご了解をいただきたい。 

それから前回は、雇用・就労の場で

したが、特に子育て支援のところの検

討でございますので、これは今日の合

同会議の資料というＡ３の資料にな

ります。これについて、大変申し訳な

いです、下の番号がばらばらになって

いますが、１ページ目の説明は再度に

なるのでしません。めくっていただく

と、Ⅱ子どもや若者の居場所づくりと

いうことで、誯題として１．子どもや

若者の居場所づくりと書いてありま

す。今回は、各項目で柱が５本ですの

で、前回は各グループのものだけグル

ープに提示をしていました、数が多い

ものですからね。今回は、この５本の

テーマですから、前回実は合同会議の

委員の皆様方には申し訳ないが、前回

若い人達がフォーラムで検討してく

れたときに、３グループに整理して、

３グループで検討していただきまし

た。今日もそのグループに分かれてい

ますので、各グループがどんなことを

話し合ったかというのを一覧でまと

めてあります。最初の資料２と右の頭

に書いてありますが、下のページでは

１になっているのを見ていただくと、

１グループ、２グループ、４グループ

となっていますが、この３つのグルー

プの意見を１つのところに載せてあ

ります。ですから、相互のグループ、

他のグループのことを読みながら自

分のグループの意見を整理していた

だいても構わない。その方がかえって

ありがたいというふうに思います。だ

から、表としてはこの５本の項目です

ね。今日このあと、めくっていただく

と、子供の居場所で誯題１が２つ、さ

らにめくって２が２つ、最後の５ペー

ジの学びと実践の連動というところ、

ここまでについて各グループで整理

をしていただくということになる。で

すから、基本的には１グループの方は、

１グループの自分たちのフォーラム

の人たちがまとめたものを推進会議

の委員の皆さんにもご支援をいただ

いて、さらに整理をする。こういうこ

とになります。 

それから、もうひとつお願いをした

いのは、フォーラムの方々にはたびた

び申し上げているんですが、これは個

別事業を何かを提案しているわけで

すから、委員の方々はよくお分かりか

と思いますが、民間企業でいうと、５

Ｗ１Ｈ、いつ、どこで、だれが、何を、

どのように、こういうことがあるんで

すね。自治体でいうと、私はこれは６

Ｗ２Ｈだと言っているんですがその

ときに、コストというものの意識、今

まであまりなかったんですが、どこに

行っても財源というのは限られてき

ますから、イメージとして今ここでコ

スト計算をしろというわけではあり
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ません。イメージとして、何か施策を

やるときにはお金がかかるというイ

メージだけは持っていてほしいなと。

こういうことも含めて尐し、ご指導い

ただけるといいのかなと。そのために、

尐なくともその行政がやるべきこと、

住民がやるべきこと、事業者がやるべ

きこと、こういうことについて、もし

この辺のこれは住民だよね、これは事

業者だよね、というようなことがあれ

ば、その辺をフォーラムの若い人たち

に、尐し意見を言っていただけるとあ

りがたいなと。ここは私の方では何も

うめておりません。でも、この町もそ

うですけど、住民と行政が共同しない

と、これからはまちづくり尐子化対策

はうまくいかないということはもう

明らかでございますので、その辺も尐

し見てあげていただけたらありがた

い。 

それから、備考のところに※印をう

って下の方に書いてあります。この間

発表を聞いたときに、私の方としてこ

ういうことはどうなんですかという

ことで伺いたかったことを※印で全

項目うめてあります。何かあったら言

ってほしい。ということで、これらの

ことをもう尐し思いに入れながら、進

めていただけるとありがたいなと思

います。それから、もう尐し資料の説

明をさせていただきますと、何枚かめ

くっていただくと、前回の推進会議の

委員の方からもお話があったとおり、

やはりちゃんと人口とかそういうの

を分析してやりなさいよというご指

示がありました。そういうことも含め

て、私の方でちょっと町の状況、特に

子育て支援ですから、子供達の状況を

再度この表にまとめさせていただき

ました。町の幼稚園、小学校、中学校、

高校の児童数。それから、現在の小学

校、中学校、高校、保育園、幼稚園の

園児まで含めた児童数。これは、２４

年の５月１日現在。今年の５月１日現

在の数字をうめさせていただきまし

た。下の方のグラフを見ていただくと、

これは、国勢調査の結果でございます

ので、もう皆さん方は当然お分かりか

なと思いますが、それからもう一つ今

度めくっていただくと、今度また表が

出てきます。これは、広報ふくしま２

３．１～２４．７にみる、子育て支援

等の事業、行事の概況。こういうこと

で、この皆さん方の町で発行している

広報。たくさんのことが書いてあるん

ですが、これを全部引っ張り出すわけ

にはいきませんでしたので、私の方で

この１年半の広報を読ませていただ

いて、直接的に事業でやっているもの、

あるいはイベントでやっているもの。

今回の議論、あるいは定住促進に関係

のありそうなものだけを抜き出して

ここにあげております。これが、２３

年の１月から２４年の７月号までで

すね。今回の号までを載せてあります。

そうすると、たとえば子育て支援で色

んな事業をやっています。２３年１月

にゆりっこ広場だとか、ふれあい教室、

よみきかせの会だとか一つしか書い

てありませんが、広報を見ていたり、

担当誯の方、自分が関係している方は

お分かりでしょうが、毎週やっていた
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んですね。何回もこうやっています。

色んな地区を回ってやったりしてい

る。その回数は書いてありませんが、

いずれにしてもこういう事業があり

ますよというのをここにずらっと並

べさせていただきました。 

それから、もう一つは定住と町おこ

し、産業育成ということがありますか

ら、ここの産業育成の欄は、この中で

拾えるものがあったら拾おうと思っ

たんですが、あんまりなかったので、

たまたまこの町は大きなテーマが福

島町マリンビジョン、このことは毎号

出ていますから、下の所に産業育成企

業支援のところで福島町マリンビジ

ョンのことを書いていると。それから、

その他のところにこれを見ていくと、

必ずふるさと忚援基金というのが、残

額が載っています。これはどういう意

図をもって寄付者が何かやっている

かということは、私の方は一切考慮せ

ずに、いずれにしてもこの町の皆さん

方が役立ててほしいとして、忚援基金

という形で寄付をしてくださってい

るわけですから、新しいことをやると

きにこういう基金の、例えば活用の方

法があるのではないですかというこ

とを含めて、ここには一番下に基金の

この拾えるものだけ拾いました。 

それからもう一つ下、人口これ書い

てありますが、この広報の中を見てい

るだけでも、この町の毎月の人口がど

う変わっているか、ということがあり

ます。一覧表にしてずっとそこに載せ

ております。これも今日整理をしてい

ると、それだけで大変なことになって

しまいますから、一忚検討していただ

くときに、こういうデータを見ていた

だきたい。 

今日、特に私が協調したいのはその

後ろです。縦で国勢調査の結果でこう

いう表が入っています。これを何か皆

さん方、若い方々に気がついてほしい

と思って、あえて今度の国勢調査の人

口を載せました。ここでは申し訳ない、

５９歳までしか掲示しておりません

が、一番左に全国の年齢別の男女、真

ん中に北海道としての男女、一番右端

に福島町、こう書いております。見て

ほしいのが、この各票の男性－女性、

男女差のところ。一番上の全国でいく

と、当然長寿化社会です。高齢の女性

群が多いから、全国でいくと―３４０

となっているのは、男性から女性を引

いていますから、―になるということ

は女性が多いということですね。－が

ついているところは女性が多い。男性

が尐ないと。全国で言うと、女性が３

４０万人、人口としては多いというわ

けです。これは北海道でみると、約３

０万人女性が多いと。そりゃそうです

ね、平均寿命は女性の方が長いですか

ら。 

それからもう一つ、福島町でいくと、

３４２人女性が多いんです。まあこう

なっているんですが、実は見てほしい

のは、表を見たときに見事に今この福

島町の現状と国の尐子化の中で何を

やらなければいけないかということ

が見えてくるんです。 

実はこの国を見ていただくと、国が、

女性が多くなっているのは、５０歳の
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ところから。きっちり５０歳から４０

５人女性が多いんです。これ以降ずっ

と最後エンドレスで１１０何歳まで

女性が多い、こういうことになります。  

それじゃあ、道はどうかと。北海道

を見てみますと、ちょっと形が違うん

ですね。２４歳から女性が多くなって

いる。－１０４ですから、これは女性

が多いということです。で、ずっとそ

れ以降女性がだいたい多いんですね。

２４歳。これちょっと覚えておいてほ

しいんですね。道は若い女性が多いん

です。全国で言ったら、若い女性は尐

ないんです。ところが、福島町に来た

らもっと面白いことが実は出てきま

す。それは何かというと、福島町では、

これは５歳刻みになっていないから

申し訳なかったんですが、５歳刻みで

見ていくと、どういうことになってい

るかというと、高校を出たあとにがた

んと女性がいなくなっているんです

よ。福島町を見ると、ゼロからこの１

４歳までを見るとずっと、これは全国

でも珍しいんですね。女の子が多く生

まれて来ているんですから、ありがた

いことなんです。これからやっぱり女

性と男性が男女共同社会の中で、女性

が男性とペアになって結婚してくれ

ないことには子供が出来ないわけで

すから、男性がずっと多かったら、い

くら頑張っても女性がいなければ子

供が減るにきまっている、福島町はこ

れでずっと見ていくと、ありがたいこ

とに女性が多く生まれてきている。と

ころが途中から見ていくと、高校を卒

業したくらいから５歳きざみで見る

と女の子が突然、男の子が多くなっち

ゃうんです。 

例えば、簡単に申しあげますと４歳

までだったら女の子が７人多いと、５

歳から９歳まではちょうど男女比が

一緒。１０歳から１４歳で見てみると、

女の子が一人多い。１５歳から１９歳

まで見ると女の子が２２人多いんで

す。これは多分生まれた年でいきます

からね。ところが、２０歳から２４歳

になると男の子が９人多い。２５歳か

ら２９歳でみると男の子が１０人。よ

うするに、女の子達がたぶんこの町を

出て、高校を卒業して出ていくと戻っ

てきていないんですね。そうすると、

ほとんどこの男性が多くなってくる

と。これを、その次のページにたまた

まこの周辺４町ということで、表を作

ったり、この表をまとめるとまた時間

がかかりますが、何が言いたいかとい

うと、ようするに福島町は若い世代は

女性がいるんですね。松前も同じよう

な傾向になっています。ところが知内

にいくと、今度は男の子の方が２０代

でも多くなっている。ずっとこのゼロ

からいっても知内なんかは見て分か

るとおり、２９歳のところまではゼロ

から２９歳までは男の子が多いんで

すね。ちょっと福島と違うんですね。 

木古内へ行ったらもっとすごいこ

とになっていて、これは何が言いたい

かというと、この町を出たそのあとは

私も調べていませんが、最後には整理

して皆さんに申し上げたいと思うん

ですが、ここの町から女の子が出て言

ってしまうと、要するに本州の方に行
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くのではなくて、おそらく北海道のど

こかの町にいるんですよ。函館なのか、

旭川なのか札幌なのか分かりません

が、たぶん札幌圏じゃないかなという

気もするんですが、だから北海道はそ

の年代の女の子たちが多いんですね、

全国に比べてみたら。ということが今

度は、木古内と合わせてみる。ここで

何かイベントをやって、実は今日のテ

ーマになると思いますが、街コンとか

色んなアイディアが出てきました。そ

うすると、どういうことかというと、

ここにいる若い女性、高校生くらいの

女の子達が外へ目を向けられる可能

性がたくさんある。例えば、函館から

男の子達とか、札幌からそういうこと

が出てきた。でも、重要なのは何かや

る時は、その高校生とか女の子達が喜

ぶようなイベントで、若い女の子達が

集まって来るようなイベントをうっ

ていかないと駄目だと。 

なにわともあれ、そういう形で子育

て支援策をやらなければならない。で

も、子育て支援策はさっきみたとおり、

そうとう色んなことをやっている。そ

れでも人口が急に減っていっている

のはどういうことなんだということ

も含めてできれば、今日のテーマ。 

合同会議の中で推進員の方々から

非常に長い間ここで暮らして来られ

たから、過去の話も含めながら指導し

ていただくと、若い人達の意見が尐し

前向きというか、現実的になるのでは

ないかとこう考えておりますので、そ

のへんも含めてお願いをしたいとい

うふうに思います。一忚そういうかた

ちで、これからグループ討議に入って

いきますので、各グループのリーダー

の方、前回申し上げました。推進会議

の委員の皆様方に自分たちはこうい

うことを検討しましたというのをま

ず報告をして、それからグループ討議

に入っていただくと。それで、今から

やっていただいて、だいたい１時間２

０分くらい、７時２０分くらいまでに、

この５項目を整理していただく。追加

をするところがあれば追加をしてい

ただいたり、修正するところは修正を

していただいたり、７時４０分くらい

から各グループで今日の整理の結果

を発表してもらう。というところまで、

進みたいというふうに思います。 

それからもう一つ、このグループ討

議をしていただいている間に、今まで

皆さん方に申し訳なかったんですが、

例えば暑いですから、トイレ休憩だと

か尐し深呼吸をしたいとか、あるいは

水分補給したいのは、各グループの中

で迷惑がかからなければフリーでグ

ループの中で私ちょっと抜けてもい

いですかという形で、グループごとで

自由にトイレあるいは水分補給、ある

いは深呼吸、グループの中でやってく

ださい。ですから、この中では何時か

ら何時まで休憩ということはやりま

せんので各グループの中で判断をし

ていただきたいと思います。 

以上、ちょっと早口で申し上げまし

たけれども、当り前のことですが色ん

なサービス、行政サービスもまちづく

りも、産業サービスもそうですが、物

事は理屈どおりにはいかないのは分
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かっていても、やはり理屈を作って何

かを進めるということで、尐し話を進

めていただけるとありがたい、こうい

うふうに思っています。ちょっと長く

なりました。今の話の中で、よく分か

らないとか、この辺なんなのという質

問があればどうぞ。 

 大変早口で、資料もとばしとばし説

明をしてしまいましたので、何か分か

らないことがあれば質問してくださ

い。いいでしょうか。それでは、恐縮

ですが、グループ討議を始めていただ

くということで各グループフォーラ

ムのリーダーの方よろしくお願いし

ます。あとはお任せします。 

 

（   各グループ話し合い   ） 

 

では１グループからお願いしたい

と思います。 

 一忚、１０分くらい時間を差し上げ

ますからどうぞ。足りなければ、過ぎ

ても結構です。お願いします。 

 

○１グループ 

 １グループです。Ⅱの誯題１の子ど

もの居場所づくりについての検討を

した結果だったんですけれども、うち

の方は、シニア世代にボランティアを

頼み、子どもを預けられる場をつくる

という提案をしたんですけれども、ま

ず、そういうふうな支援措置があるの

かないのかということを議論して、今

うちの町にはそういうふうなシルバ

ー人材センターとか、高齢者事業団と

いうようなものについては、あまり積

極的な活動をしていないと、なのでこ

ういうところに頼むというのは結構

難しいのではないのかなという話が

ありまして、ただ、その変わりに何が

あるのかなといいますと、読み聞かせ

の会とか、お母さん方が中心になって

いるボランティアサークルがあるの

ではないかというような話がでまし

た。 

 あとこちらでいきますと、カフェと

託児所が一緒になって、母親達が交

流・息抜きができるような場をつくる。

というようなふうにあったんですけ

れども、今現在福島町でも保育所の方

でゆりっこ広場という未満児の方を

実際預かっていて、参加者の子どもた

ちをもっているお母さんたちが平日

の午前中福島保育所にいって、集まれ

るというような活動をしていますの

で、こういうふうな活動を広く認識し

てもらえるような活動をしたほうが

いいのではないかという話がありま

した。 

 ちょっと順番が飛んでしまって申

し訳ないんですけれども、３番目です

ね、廃校を利用してシニア世代が自分

の得意なことを子どもたちに放誯後

に教えることのできる場をつくる。と

いう点に関しては、福島町はシニア世

代以外にも学校の先生とか、一般の会

社員とかでも色々自分たちの得意な

分野というのがありまして、そちらの

ほうを教育委員会の方に登録制度が

あるといいというふうな話もありま

した。そういうふうな登録をしている

人に協力をしたほうがいいのではと
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いう話がでていました。 

 場所については、新しく作るのもい

いかもしれませんけれども、今ある町

内会館とか、体育館とか福祉センター

とか、そちらのほうも活用できるので

はないかという話もありました。あと、

さっきの教えられる人の発掘という

ことで、町民にアンケートをとって、

こういうふうな資格を持っています

というような、・・・・・・とかです

ね、あとは試験的に他の町とか、そう

いうところから人を呼ぶのもいいの

ではないかという意見が出ました。こ

の点については、以上です。 

○ぎょうせい 

 今日はやり方を変えて、今１グルー

プの人は１のことを言ってくれまし

たが、それでは同じところで、同じよ

うに２グループの人が同じ１のとこ

ろだけ発表して、３グループが発表、

終わったらそれぞれ似ているところ

があれば意見交換をしていただくと

いうことにしましょう。全部行かない

でね。それではお願いします。 

○２グループ 

 第２グループなんですけれども、ま

ず一個ずつの説明だったんですけれ

ども、１と２のかぶっている部分があ

りますけれども、２回同じことを言っ

ていたらすいません、聞いてください。

２グループの方なんですが、まちづく

りの委員さんの方からもらった意見

を全部まとめて発表しますと、一番最

初に星印のところですね。幼児につい

ての施設とか、サポート体制は充実し

ていると思うんですけれども、小学校

の子供の下校後の遊び環境を充実す

るというところでまずは話をしたん

ですけれども。 

そもそも私達の主観でそういうふ

うに見えているだけというところが

あるのかもしれないので、まず一回小

学生の子供達とかを対象にアンケー

トを取ったらどうかという意見があ

りました。そこを聞いてみたら、もし

かしたら、今の子供たちというのは、

この環境で満足をしているかもしれ

ない、公園が本当に必要なのかどうか

というのも私達の感覚でいけば、必要

だとは思うんですけれども、今はやっ

ぱりゲームとかで遊ぶのが主流なの

で、もしかしたらそこはもう足りてい

るのかもしれないという話もあった

ので、そこをまず最初にアンケートを

とってという格好は大事なのかなと

思いました。 

あとは、遊びの場とか集いの場のと

ころなんですけれども、廃校舎を利用

しての屋内アスレチックとか、色々書

いているんですけれども、ここに書い

ているものの他にツリーハウスなど

遊び方というものを子供たちに直接

教えてあげたらどうかと、教えてあげ

る方は先生になれるような町内の方

を選んで、遊び方を教えてあげると。

もしかすると、その子供たちは遊び方

を知らないだけで、教えたらいろいろ

遊べるのかもしれないと。やはり、い

つの時代も子供というのは、そういう

のを教えたら、いろいろ遊ぶんじゃな

いかというところもありましたので、

そういうこともしたらどうかという
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ことですね。 

あと、ここの公園の整備の部分で森

林公園、キャンプもできる場所だった

んですけれども、今は手入れがあまり

行き届いていない。遊ぶのも今は整備

をされていないので、できないんでは

ないかというところも、そういう場所

の整備も進めて、そういうふうにすれ

ば、子供だけの場じゃなくて、町内で

言えば、親子でキャンプというふうな

こともできるだろうし、そういう場に

もなるだろうし。 

ちょっと話は違うんですけれども、

観光的な面でもそういうふうにすれ

ば家族連れの方ですとか、そういう

方々が野外キャンプということで、他

のイベントと絡めてきたりとか、そう

いうふうな意味でもつながるので、こ

こはきちんと整備してやってあげれ

ば、色々つながっていいんじゃないか

というようなところがありました。 

あと、今の子供たちとのことを考え

て、イベントみたいな格好になるんで

すけれども、ゲーム機、ＤＳですとか、

そういうものを使いながらのウォー

クラリーみたいな恰好で、そういうデ

ジタルなものと、町内にせっかくある

アナログのいいものというのを融合

して、遊びというものを提供してあげ

るというのも一つの方法ではないか

と。そうすると、今のそういうふうな

子供たちの好きなものも使えて、なお

かつ自然とかにも触れられたりとい

うことで、導入の部分ではとてもスム

ーズに行くのではないかということ

で考えて、アドバイスも出してもらい

ました。１番の、ほぼ２番と同じよう

なところなんですけれども、以上です。 

○ぎょうせい 

 じゃあすいません。３、４グループ

のところを発表していただいて、その

あと、質問と質疑にしましょう。 

○３、４グループ 

 ３、４グループです。すべてのまる

ぽつ印をできなかったので、要点の重

要な部分だけ発表させてもらいたい

と思います。点３つ目の部分で、子育

て支援のＰＲをもっと強力に行う。パ

ンフレットの作成ということで、ここ

の内容の説明の部分が、町の政策とし

て、子育て支援等の部分については福

島町ではやっていないというわけで

はなくて、ある程度の常に色々な政策

をやっていると思います。ただ、その

政策事態も若い世代の該当のない人

たち、例えば母親になった人じゃない

と、興味が湧かない政策とかっていう

と、すでにあるものも分からないとい

う部分もありますので、そういう部分

を一つのそういうパンフレットみた

いな恰好で、支援策をまとめたものを

作ったほうがいいのではないですか

ということで、ちょっと話をさせても

らいました。 

パンフレットを作るのはいいにし

ろ、効果的な活用方法という部分で、

町内はいいけれども、町外はどうする

んだという部分で例えば子育て支援。

今年からやっている部分なんですけ

れども、例えば子供が生まれたらいく

ら町のほうから交付されるという部

分を町外の人が目につく場所という
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ことでアドバイスをうけたのは、例え

ば各全部のバス停に貼るとか、後は集

客施設ということで、横綱記念館なり、

青函トンネル記念館の来る人達はそ

のものを見に来ているので、例えばそ

の趣旨から外れるトイレとか、そうい

う部分とかにも掲示してあげたらそ

ういう方法もありではないかという

ここの作成の部分については、周知方

法として、そういう部分もあるでしょ

うということで、アドバイスをうけま

した。 

 次がまるぽつ５つ目の、新緑公園の

遊具の充実というところで、お母さん

達から遊具が尐ないという声が出て

きていたので、ちょっと議題にあげさ

せてもらっていた部分で、一忚新緑公

園の遊具もありますし、赤レンガのと

ころにイルカ公園というのがあるそ

うなんですけれども、そこで結構子供

達が遊んでいるということで、年齢層

によって、小さい子供達が遊ぶ遊具な

り、ある程度小学校低学年、高学年と

いう部分で、年齢層によって遊具が違

うという部分もありますので、それは

その状況によって何が必要かという

部分も調べていかないと駄目だとい

うことでアドバイスをいただきまし

た。 

あと、もう一つ。町として昔から行

政の部分で、緑化ということで芝生と

か木とかという部分で整備をしてい

っているんですけれども、ある程度そ

うやって整備をするよりは、雨とかに

なったらそういう部分は芝生が濡れ

て、たとえ晴れていても遊べないとい

うことがあるので、今後の整備方法と

して、浦和の土とかという部分にして、

グラウンドにしてあげれば、芝生を関

係なく遊ぶという方法もできるので、

そうなれば行政としても費用という

部分で、芝生の管理費もかからなくな

るので、そういう方向も今後考えてい

った方がいいのではないかというア

ドバイスをいただきました。 

 あと、子供たちの遊ぶ部分でも、親

が心配という部分の方法として、過保

護という部分もあるかもしれないん

ですけれども、行政としてもその公園

とかの遊具で遊んでいるときに、例え

ば老朽化していた遊具が一部壊れて、

それが壊れた原因でけがしたという

部分も、何かとなった時に行政の責任

とかという部分も出てくる。それも、

うちの役場としてもあまりそこまで

目を通せていないということもある

ので、そういう部分のところで、シル

バー人材センターみたいなものを新

たにつくって、たとえばそれがその時

期によって、雪かきとか木の剪定とか

という色んな部分があるんですけれ

ども、動けるお年寄りの人たちが生き

がいを持ってできるような格好で、そ

ういう制度を作ってやったほうがい

いのではないかという今後の進め方

としてのアドバイスをいただきまし

た。それの動かし方として参考だった

んですけれども、ちょっといいなと思

ったのが、たとえばそれが無報酬とい

う格好ではなくて、報償費という部分

で出すか、それとは別に例としていた

だいた意見の部分では、例えば１００
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点なり１０００点なり、各町民の人達

がその点数をもっていて、協力してく

れる人に何の業務をやりますから１

００点でやってあげるよという部分

で、それがある程度点数でシルバーな

りの人が上がっていった部分で、５０

０点とかを超えた時には、町の方から

表彰とかそういう部分も一つの取り

組みとしては面白いのではないかと

いうアドバイスをいただきました。以

上ですね。農家の方の田植えの方とか、

体験部分はちょっと検討できなかっ

たので、３、４グループは以上です。 

○ぎょうせい 

 ありがとうございました。それぞれ

今聞いていて何かこんなことを聞い

てみたいとか、自分たちの言っている

ところと同じだというようなことが

ありますか？だいぶ前回から話は具

体的になってきているのではないか

と思うんですが、ここの部分だけでい

うと、今１グループも２グループもア

ンケートという言葉が出てきたんで

すが、またまたアンケートやるんです

かという私の考え方なんですが、それ

はなぜかというと、このプロジェクト

を始める前に若いお母さん方、お父さ

ん方あるいはうちの方も含めて、そう

いう方にアンケートをしているとい

うと、お子さんがいらっしゃる方はお

母さんの意見、お父さんの意見が書い

ているはずなんですよね。そこで書い

て、今度は小学生にアンケートをして

何が出てくる。することは重要ですよ。

それが主になってしまうと、ちょっと

問題かなという気が実はしました。も

う一つは子育てで、ここのところで私

が気がついたことを申し上げると、例

えばゆりっこだとか読み聞かせとあ

って、すごく重要なことをやっている

じゃないですか、はたしてここに来て

くれている人達がどのくらいいるか

というのを、それをやっている人達が

きちんと把握しているかなんですね。

簡単なことを言うと、国勢調査の結果

を出しましたけれども、あれは２年前

の資料ですが、例えば０～５歳までの

子供たちが例えば１２０人くらいい

るとすると、保育園、幼稚園に通って

いる子は６０人くらいですよね。半分

の子は通っていないんですね。この子

たちも重要な役割をこの町の中で担

わなければいけないという時に、たと

えばこういう読み聞かせとかゆりっ

こに来てくれている、お子さんたちが

どのくらいの人達がだぶっているの

か、だぶっていないのか、要するに保

育園、幼稚園に通っている人達、いな

い人達、そういうところを尐しきちん

と整理をする必要が、アンケートより

重要なんだろうと。そうすると、そう

いう事業、ＮＰＯなんか、あるいはボ

ランティアに参加してくれている人

のほうから、きちんとした話を聞くこ

との方が、アンケートをするよりも重

要じゃないかなと。たとえば、そうい

うことがありました。 

 あとは、例えば最後のところが言っ

てくれた中には、子供を出産してくれ

たら、ここにあえて配布方法は聞いた

のは、この町のプログラムをずっと読

んでいくと、相当な子育て支援をやっ



13 

 

ているんですよ。その対象事業だった

ら１０人くらいだろうなと、それを１

年間にこんなにやっていて、人手がか

かっているんだけれども、それがもっ

とお母さん達、お父さん達に頼んだら

やれることがいっぱいあるんじゃな

いのと。その時に場所が分散している

からあっちに行かなきゃいけない、こ

っちに行かなきゃいけないとやって

いると、集まる人たちもできない。な

かなか１箇所に集まれないから、交流

の機会もないし、顔を知りあう機会も

この町の中でもなくなってしまう可

能性もあるのかなという気が、私の方

はここの部分ではしておりました。で

すから今後また、今日の意見を整理し

てまた皆さんに戻しますから、最後の

方に行くまでは、ここで整理をしてお

きたい。 

次に、２番目。地域の特性を活かし

た場づくりのところで、発表があれば

してください。１グループお願いしま

す。 

○１グループ 

 子供の居場所づくりの件ですけれ

ども、ここでやはり大まかな話になっ

てしまったんですけれども、個々のイ

ベントについては、各学校とか、子ど

も会単位、町内会単位の方で、やって

いることはやっていると。ただ、それ

についても単発になってくる部分が

多いとか、基本的に中心になってやる

人がどうしても限られてくるとか、そ

ういうふうな今現状になっていると。

そういうふうになることもあるもの

ですから、きちんとした運営単位をつ

くって、そこに２～３人でも人を雇っ

てやるのもいいのではないか。そうい

うふうな中心となる人物を今福島で

もやっているんですけれども、地域お

こし協力隊の２人を３人に増やして、

増員してきちんとお金をかけて、その

人達が中心となってまず運営という

か、・・・をとってもらって、そこに

今、福島町でもインストラクターとか

スポーツのできる人とか、登山活動と

かそういうふうな教えることができ

る人が数多くいると思うので、そうい

う人と協力をとって進めたらいいの

ではないかというような話になりま

した。以上です。 

○ぎょうせい 

 ありがとうございました。じゃあ、

２グループお願いします。 

○２グループ 

 私達の方なんですけれども、地域の

特性を活かした場づくりということ

でまず最初に出てきたのは、さっきの

１ページ目の話と同じような格好で

すね。遊びの方法というんですかね、

地域の特性にあった昔ながらの遊び

方というのをまず教えてあげるとい

うようなイベントというんですかね。

そういう教室とかをまず作ってあげ

たらどうかというような話が一つあ

りまして、私たちの２グループの最初

の意見であった、廃校活用のところで

すね。どっちの意見にも廃校活用と出

ているんですけれども、そもそもうち

の町の廃校で活用できるところとい

うのはどのくらいあるかという話に

なると吉岡小学校くらいで、あとの学
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校は利用するには結構手を入れない

といけないだろうとか、実際本当に使

うとかなったときに、耐震の関係とか

でひっかかったりする部分がありま

すので、まずそこの部分は１回外した

ほうがいいのではないかというとこ

ろで、まずそこの廃校の活用というと

ころはおいといて、何のイベントをす

るかというような格好の話をしてい

ました。私達の方で、一番話が大きく

出たのは、この１項目目のかっこの中

にあります岩部の自然鑑賞ですね。そ

この部分の話が出ていまして、実際子

供だけではなく、我々大人でも町内に

住んでいて岩部に行ったことがある

人って何人くらいいるかという話に

なると、若くなればなるほど、行った

ことない、みたことない、話でしか聞

いたことがない、というような人が多

いだろうということになりましたの

で、そこの部分をもっと重点的に、例

えば船を借りていくと簡単に言って

も、なかなかやりづらいところがあり

ますので、そこの部分もイベント的な

感じで、年に数回やったらどうだとい

う話が出ていまして、すごくいいなと。

私も実際岩部の方は見たことがない

ですので、こういうふうにそこからつ

なげて、子供たちにも自然というのを

見せてあげて、そこから色々つなげて

いけるような格好でということで、ま

ずそういうふうな鑑賞会みたいなも

のを作るといいのかなと思いました。

２項目目の他町の小学校の交流の方

はあまり話せませんでしたので、うち

のほうはこれで終わります。 

○ぎょうせい 

 それでは、３グループお願いします。 

○３、４グループ 

 ３、４グループでは、一つ目を中心

的に話をさせてもらいました。 

 今ちょっと流行りの部分なんです

けれども、街コンという都市部の人に

町単位での合コンのでっかい部分で

今流行っているそうで、何千人規模の

部分で町に集まって、若者の出会いを

する場を設けているような格好で、と

いうのが今流行りの部分で動いてい

るそうです。そこの部分で、当町とし

ても、近隣町の函館市内を含め、４町

でそういう人たちを対象に、街コンプ

ロジェクトをやってみてはどうかと

いうことで、話をさせてもらいました。

行なうにあたって、プロデューサーを

誮にするかという話の部分まではち

ょっといけなかったんですけれども、

そういう部分になれば、行政なり、商

工会なり、観光協会なり含んでプロジ

ェクトはやらないとだめだと思うん

ですけれども、大変は大変ですけれど

も、費用がかかるかというところには

基本的にはそんなにかからない部分

だとは思っています。この部分でやる

にしろ、アドバイスでもらった部分は、

例えば若い人たち、いい年齢の人たち

が出てくるのでお酒を飲んだときの、

宿泊施設に問題があるという格好で、

そういう部分を考えながらやらない

と、実行は難しいんじゃないですかと

いうのを一つアドバイスとしてもら

いました。ただやるのであれば、酒を

飲んで食べるくらいであれば、どこの
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街でも自宅とかでもできる話なので、

福島町でなければできないという部

分で、街コンという部分は各商店街、

飲食店の協力をいただきながら行わ

ないといけないので、その地域特性を

活かした食材なり商品という部分を

出してもらう格好にすれば福島に来

てよかったなという部分もあるので、

そういう進め方をしたらいいのでは

ないですかということで、アドバイス

をいただきました。３、４グループは

以上です。 

○ぎょうせい 

 今、それぞれグループで発表をして

もらってどなたか他のグループでこ

ういうことはどうするの、ああいうこ

とはどうするのというのがあれば。 

どうですか？今、街コンという話が

でましたが、僕はこれはすごく危険視

しているんですね。実はこれは前回フ

ォーラムの人には言ったんですが、私

もいくつかのところ、街コンのプロデ

ュースをしましたけれども、皆さんが

思っているほど楽じゃないんですね、

実はね。このことはどうするのかと今

宿泊という話が出ましたけれども、宿

泊以前にどういう意味で街コンをや

るかというところから考えないとえ

らいことになりますよね。たとえば、

やるなということではないんですよ、

やるとすればそういうことも含めて

だから、要するにせっかくフォーラム

で若い人、それから色んなアドバイス

をして集まったんだから、ここでいう

とたぶん目立つところは、廃校の活用

は後回しにするということになった

けれども、本当に廃校を後回しにして

いいのというのもあるんですね。実は

全部の廃校を考えるのか、拠点を作る

のかということがありますから、学校

を辞めて廃校跡地じゃないところと

いったら、こういうとこがありそうだ

と何かありませんか？じゃあ何かや

りましょうということだけだと、なか

なか難しいんじゃないでしょうかと。 

○委員 

 よろしいですか、今２グループの方

から話があった廃校活用ということ

で、岩部海岸という話が出たんですが、

岩部の廃校はもう使えないでしょ。中

に入って見ました？私、この間行って

見たんだけれど、入ってあれするよう

な状態じゃないので、岩部の中学校の

廃校は使えません。ですから、解体し

なければならないでしょう。まず、そ

れが一つですね岩部海岸のことにつ

いては、今年の５月か６月に、あそこ

は水源地がありますよね。福島町の水

源地は岩部ですから、皆さん行ってみ

たことはありますか？水源地まで。こ

の福島町の水は、岩部の廃校のまだ奥

の一番山のどんづまりのところに排

水地があるんです。そこから管でもっ

て福島町に水が来ているわけですか

ら、そこへ行って見てきました。もと

もとは、岩部はだいたい何百人も住ん

でいたところですから、小中学校があ

ったわけですよ。今は４～５件しか住

んでいませんよね。だけど、自然はか

えって人間が住んでいたときより豊

かになっているわけですよ、人が住ん

でいませんから。それで、実はこの子
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供たちを呼んであそこでもって、海岸

体験をしようじゃないかという話は

実は私は水面下でやっています。とい

うのは、去年東北の大震災の時のその

時の復興委員をやっています政府の

高成田さんという方がおりまして、こ

の人は朝日新聞の論説委員、久米宏の

時にタックでやった人なんですが、そ

の人が今足長おじさんをやっていま

して、親が亡くなった子供の義援金を

集めていまして、この人が今年の春、

東京農大の客員教授になりまして、何

とか福島とも東京農大と提携を結ん

でいるので、同じ地名で福島だという

ことで、どうだと岩部海岸ということ

で写真は見せたんです。ぜひそれだっ

たら子どもを連れて行きたいと。そう

すると泊まるところがどこだって話

になったらキャンプでもいいんでな

いかという話になった、廃校は使えな

いから。そういうことで、具体的にや

る場合に、誮が引き受けてどうするん

だという話まで、こういう会で今話が

出たものですから、僕は自分であれし

たから自分でやろうと思っています。

仲間を集めて、キャンプの手伝いから

何から。具体的な話はコーディネータ

ーの方も言っていましたけれども、具

体的に進められない話をいくらここ

で書いても意味がないんですよ。だか

ら、どっかでもってやっぱりこれは駄

目だなと思ったら、議題から外してい

かなければならないということなん

です。いつまでもここに残しておいて

もしょうがないんですよ。だから、も

う一歩進んでいったら、やっぱりこれ

はちょっとまだ早いなとか、まだ時期

早々だなとかいったらここから外し

てしまって、具体的なものでせめてい

って、・・・・がいくらになるかとい

うやり方の方がいいんじゃないかと。

だから、岩部海岸と岩部に行ったこと

がありますかというのなら、皆さん行

っているでしょ、車で。矢越まで行っ

たことありますかじゃなきゃ駄目な

んですよ。岩部は車で行けるんですか

ら、行く気になったらすぐ行けるんで

す。ただあそこはすぐ行き止まりです

から、たいして見ることもないんです。

岩部から船に乗って矢越まで行くこ

とによって初めて道南の知床といわ

れている意味が分かる。こういうこと

で、話を進めてもらいたいと思います。 

○ぎょうせい 

ありがとうございました。今の大変

重要な意見をいただいて、たぶんだか

ら町の中にはそういうふうに一生懸

命やってくださっている方がいらっ

しゃるんですね。こういう情報を交流

しながら、初めから外に出すと潰れち

ゃう話もありますが、せっかくこうい

う場ですから、そういう情報がきちん

と交換できないと、あっちやこっちで

色んな事をやるんだけれども、それは

金と尽力がかかるだけでばらばらに

なってしまうことがありますから、た

ぶん今のところはそういうことで、こ

れから何かやられる時にぜひこのフ

ォーラムの人たちも参加させていた

だいて、一つずつ作っていく必要があ

るなとこう思います。 

 それでは、次にいきます。今日は発
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表の仕方をちょっと変えているもの

ですから、前回は自分たちで上位にあ

げたものだけ発表してもらいました

から、そこから落ちたのは当然消して

いくという前提にあります。今日は横

並びに５項目だから、全部発表しても

らっていますので、本来後回しにして

もいいものを発表してもらっていま

す。１グループお願いします。次、３

番目。 

○１グル－プ 

 議論のペース配分を間違えてしま

って、雑駁的になってしまって申し訳

ないのですけれども、若者の居場所・

交流の場づくりということで、まず２

点目のトンネル記念館のスクリーン

を利用して映画上映をするというの

は、何回も他の方で団体とか実行委員

会形式の方でやっている事例があり

ますので、まずこれは可能ではないか

という話がありました。 

 あと、３点目でスナックを昼間カラ

オケボックスとして、高校生に開放す

るという点をあげたんですけれども、

こちら結構、夜にスナックをやってい

る部分が、昼間も開けてそこまで協力

してくれるのかという部分がありま

して、カラオケについては若者だけで

はなくて、色んな人が楽しめるもので

ありまして、町内でもカラオケサーク

ルが何箇所かあるということを聞き

ました。カラオケサークルですね、個

人の団体のほうで機械を持っている

という事例もありましたので、そうい

うふうな事例もあるのであれば、どこ

かそういう福祉センターとか別な貸

しスペース的なものを作って、そこで

カラオケをするということのほうが

いいのではないかという話がでまし

た。ちょっと短いですけれども、うち

の１班は以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、それでは２グループお願いし

ます。 

○２グループ 

 ２グループなんですけれども、まず

大きく話をしていたのが、近隣４町で

若者を呼んでのイベントをできない

かという話をしていたんですけれど

も、やはり４町だけでは狭いのではな

いかと。意味合いがどうしても婚活的

なものになる場合、やっぱり最低でも

函館くらいまで広げてというふうな

格好でイベントを組んだ方が、後々

色々つながってくるのではないかと、

カップルとかそういうのもあります

し、人と人との交流という意味でも、

もっと大きくした方がいいのではな

いかという話が出ておりまして、ここ

で書いている４町のイベントという

のを函館くらいまでせめて広げてと

いう格好で、こういうふうなイベント

を組んだ方がいいんじゃないかとい

うところだったんですけれども、広げ

るのはいいけれども、例えばそこで、

この間商工会の皆さん方のイベント

の実際の例を教えてもらったんです

けれども、そういうふうな会を開いて

一次会が終わって、例えば２次会まで

全部セッティングしましたよという

ことで、やってもまず泊まる場所がな

いということで、だからといって終わ
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ってからそこまでやって深夜の時間

に人を送迎するのかというのも難し

いんじゃないかというのがあったの

で、そこが場所を夜の飲み屋とかじゃ

なくて、昼間にビーチの方で明るい時

間にという格好でやると、そのあとの

送迎ですとか、そういうところという

のが完備してできるのではないかと。

それでその時に、今町でやっているツ

ブとかそういうのを撒くやつも、その

イベントの時にちょっと量を多めに

してやるとか、そういう話題性もつけ

れば、皆目に留まったりとかというこ

とでイベントも盛り上がるんじゃな

いかなということで話をしました。私

達のほうで直接議論したのはそこだ

けですね。あとは、企業間の飲み会と

いうふうなもの、視点が変わってとい

う意味では、いいんじゃないかという

ことで話をいただきました。 

 最後の部分は、話をできないで次に

いってしまったので、うちの方はこれ

で終わります。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。３、

４グループお願いします。 

○３、４グループ 

 ３、４グループについては、まるぽ

つ１つ目を、重点的に話をしました。

ここの、情報ステーション的なものを

建て、その中にテナントを貸不して起

業してもらうということで、分かりや

すく説明しますと、町の中心地なりそ

ういうところに、若者の部分に高校生

も入れて、例えばテナントの部分で高

校生に放誯後なりアルバイトとかし

てもらうような格好で、今高校でも去

年とかも役場の方へ来て説明をして

もらったんですけれども、黒米ライス

バーガーとかっていう部分で、商品と

かも作ったりしている部分もありま

すので、高校生がアルバイトしている

ところに高校生が来て、なおさらそこ

で人が集まる。そういう部分で、高校

生だけならちょっとなという部分が

あって、大人も入っていたりというこ

とで、人の交流できる施設が出来るの

かなと。そこに若い人達で、起業した

いという人がいれば、一時的なお試し

みたいな恰好で中の施設の一部を使

って、そういう場をできるような施設

があればいいですねということでち

ょっと意見を出させてもらいました。

アドバイスをしてもらった部分につ

いては、新しく建てるという部分では、

やっぱり費用も大きくかかりますの

で、集客施設という部分は、大きく言

えばどこでもいいという部分で、例え

ば町の方の部分でも空き家とかって

いう部分もあるので、その空き家を使

ってのそういう部分であれば、色々出

来るのではないかということで、アド

バイスをしていただきました。あと、

参考までに高校生という部分の話が

あったところもあったので、高校生に

例えばの部分で会社を起こさせてあ

げれば、それは商業高校として後々、

商業の部分でも高校生たちにもいい

勉強にはなるのかなということで、そ

れには出資金として、親なり関係者が

協力してそういう部分の進め方も面

白いのではないのかなということで、
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そういう意見もいただきました。以上

です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。各

グループ間で何かありませんか？た

ぶん今４グループはかなり面白い、高

校の話までいきましたからね。起業家

育成、前回のところでつながってくる

ところですからもし何かあれば。 

 例えば出資金、ちょっと今名前を度

忘れしちゃったんですけれども日本

で最初に居酒屋横丁、ここでいうと大

門、函館にありますけれども、あれを

作ったのは八戸なんですね。八戸の商

店街の町中にある居酒屋横丁は、中居

さんという方が作ったんですが、この

方は今ここで言っている出資制度な

んですね。要するにお金、施設は公共

が造る。これは、組合が造りましたけ

れども、そこに若い人達がお店をつく

るときに、設備者なんてお金が２～３

００万円かかっちゃうんですね。これ

は何をやるかというと、そういう組合

を作ったり、行政が担保して保証人に

なって、民間から借りさせるんです。

銀行からね、そうするとやっぱり利益

を出さなければならないですから、た

だしそこは３年間いたら外へ出て下

さいと。そこで勉強をしたらそれをも

って街中で飲食店でも何でもやって

くださいと、こういう仕組みなんです

ね。たぶんそのことを考えておられる

方がアドバイスをしてくださったと

思うんですが、そういう形でいくと、

やっぱり町の中にお店も出てくるし、

高校生たちの実証の実験の場にもな

る。古くから経営をしている人達はそ

の経営の手法を教えてあげられると

か色んなことがあるんですね。だから、

これ非常に面白い意見がこの４グル

ープの中にはあったかなと。これはも

し時間があったら、八戸の手法ですか

ら分かると思うんですが、中居さんと

いう方が仕掛け人です。これは、ホー

ムページを調べるとすぐ出てくるん

ですね、日本の発祥なんですね、そう

いう横丁づくり。屋台村っていいます

かね。ですからちょっと勉強してみて

ください。 

 次、４番目。すいません１グループ

またお願いします。 

○ぎょうせい 

 前回このような５項目をあげたん

ですけれども、時間がなかった関係も

あるんですけれども、基本的に下の備

考のイベントをシーズン化し継続性

を持たせるための仕組みは？という

ことで、どうしても今までの福島町の 

イベントは特定の人と言えば変です

けれども、何人かが実行委員でずっと

やっていて、その人が辞めてしまうと、

急にそのイベントが終わってしまう

場合が多いと。そういうふうな事例が

あるので、そういうものをいかに継続

性として持たせるような仕組みとし

てイベントをやるためにはどうした

らいいのかをもう一回終わってしま

ったイベントを再点検というか、そう

いうのをしたらどうかというような

意見と、あとイベントも町内と町外向

けのイベントがあるんですけれども、

町内向けのイベントについてもなか
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なか町民があまり参加していないの

ではないかと、そういうのがあるので

あれば、町内の人が積極的にもっと参

加できるようなイベントの広報の仕

方の方を検討してはどうかという意

見がでました。ちょっと短いですけれ

ども、１グループは以上です。 

○ぎょうせい 

 ありがとうございます。では、２グ

ループお願いします。 

○２グループ 

 ２グループなんですけれども、ちょ

っと時間の都合で話をできませんで

した。 

○ぎょうせい 

 じゃあ、ここは飛ばしましょう。要

するに重要度が両方とも書いていな

いところだから。ここで４グループは

重要度も高い、緊急度も高いと書いて

あるから、４グループお願いします。 

○３、４グループ 

 お恥ずかしながら、こっちも時間が

なくて話合えなかったんですけれど

も、ただ、雑談の中で出てきた部分で

今回みたいな恰好で、町民フォーラム

を去年からやっているんですけれど

も、実際今年という部分でどちらかと

いえば、行政の職員の方が多いという

現状があるという話をちょっとして

いて、やっぱりそういうイベントなり

そのことを進めるという部分であれ

ば、民間の方の力が絶対有利になると

いう部分が、行政としたら色々束縛さ

れてできない部分があるということ

で民間の力もとりあえず入れないと、

ということでちょっとお話をさせて

もらっていまして、自分も事務局で分

かっている部分ではあるんですけれ

ども、なかなか現状として、今の方を

抑えればなかなか民間の人達の力が

得にくい状況というのが実際の状況

になっているので、それは今後どうに

かしていかなければならない部分が

あるので、本人たちの方も意識改革と

いうか、ある程度自分の身になるとい

う部分のことじゃないとなかなか協

力しがたいというか、話題自体が遠い

ものだという部分で、今の部分では認

識しているので、そういう部分を解消

させるためにはどうにかしないと駄

目でしょうねという雑談形式の見当

はしていないんですけれども、そうい

う話もさせてもらいましたので、それ

はちょっと考えていかなければなら

ないなということで、具体的な取り組

みを何するというそういう話ではな

いんですけれども、そういう所の話は

ちょっとしました。 

発表にはなっていないと思うんで

すけれども、それでちょっとご勘弁お

願いします。 

○ぎょうせい 

 これもちょっと重要なことですね。

今、そういう話がありましたから、ま

ちづくり推進会議の委員の皆さんは

お気づきになっているかと思うんで

すが、実は去年は８０人くらいいらし

て、町の各グループの代表の若い人達

もいらっしゃったんですね。私の仕掛

けの失敗もあったんですね。もうちょ

っとこういう町だから、こういうこと

をやろうとしているから、町民間のコ
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ミュニケーションがとれているだろ

うという前提がありました。ですから、

ここに参加をしている、若いフォーラ

ムに参加している方は分かっている

と思うんですが、最初何でもいいから

定住だとか、若者の子育て支援につい

て紙に書いてくれませんかと箇条書

きでもなんでもいいから。それで、書

いてくれたのをグループの中で読ん

で、自分はこう思うということをやっ

てくれませんかとやってしまったん

ですね。慣れている方はそれで進むん

ですね、こういう会議を。色んなとこ

ろで、色んな人が集まって会議をして

いるところだと、でも残念なことにこ

こはそういう経験がなかったんじゃ

ないかと思いますから、自分の意見を

書かなきゃいけないとなると、書けな

いんですよ。この紙に書くこと。今回

なぜこういう形でやって私の意見を

あまり言わないようにしているかと

いうと、何かで先導してしまってもい

けないんですが、またここに来るとな

んか言わなきゃいけない。また考えな

きゃいけないとそれだけで、申し訳な

いけど引っこんでしまう。要するに、

若い人たちが純真なんですね。ですか

ら、せっかく合同会議という形で、推

進会議の委員さん達が出てきていた

だいているような場をなるべく回数

を多くしていくことが重要だろうと、

ですからここのところではこの町民

フォーラムがここで言っているよう

に１００人会議みたいなのに、代行で

きませんかと書いてあるのは、経験し

ている人達がどんどん輪を広げない

限りは、なかなかうまくいかない。ち

ょっと余計なことですけれどもね、そ

ういうことだと思います。そのために

は、年長者の人達の参考意見を若い人

達が聞きながら、若い人達は自分がこ

う思うよという意見を常日頃やって

いないとなかなかうまくいかない。で

すから、これは申し訳ない私の最初の

仕掛けもね、若干まずかったというと

ころがあるんですが、そういうところ

も含めて今度これをうまく活用した

いと。こう思っていますから、よろし

くお願いします。 

 では最後、商業高校のところにいき

ます。 

○１グループ 

 １グループなんですけれども、前回

うちらの方で重要度と緊急度が高い

ということで、あげさせてもらったん

ですけれども、議論の時間配分と進行

の丌手際もありまして、その緊急度と

重要度が高いということを認識した

時点で時間切れになってしまったの

で、詳しい取り組みとかについてのそ

ういう討論とか、話合いはできません

でした。以上です 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。で

は、２グループお願いします。 

○２グループ 

 ２グループなんですけれども、高校

についてのところなんですけれども、

まず高校の学科という話の前にイメ

ージの話から入ったんですね。 

 この話の前の、イベント等の話の余

談から始まったんですけれども、はっ
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きり言ってしまえば、福島の男性とは

結婚したくないと思っている女性が

いるというところから話が始まって、

なんでだという話をしたら、適切な言

い方かどうかというのはあれなんで

すけれども、イメージとしてとらえて

もらえればいいんですけれども、福島

に残っている人というのはどうして

も町外に出てった方と比べて劣って

いるというイメージがやはり先行し

てしまう。だから嫌だと感じている方

がいるというふうな現実があるとい

う話で、その部分をいろいろ掘り下げ

ていくと、やはり福島商業高校のイメ

ージが、なんかの事情があって函館に

行けなかった人、もしくは学力のレベ

ル的に外に出られないからというこ

とでいく、そういうふうな意味で仕方

なくいくというイメージがどうして

も強いというところがあるので、だか

らどうしても、地元の子供たちも実際

学校としては色々やっていると思う

んですけれども、その前のイメージと

いう部分で引っかかるという部分は

あるんじゃないかなという話が出て、

確かにそれはそうかもしれないし、私

達もそういうふうに感じている部分

があったなというふうに思いました。

なのでまずそこの部分、本当に出てき

た例でいけば、学校の名前事態を変え

てしまうとか、それくらいのことをや

ってもいいのではないかという話も

出て、それくらいしないとイメージと

いうものは変わらないのかなという

ふうにも感じましたし、イメージとい

うか福島商業に来ると、まずこんない

いことがあると。町内の人でも、そう

いうイメージがついていかないとこ

ろというのは町外からも人は来ない

だろうということなので、そういう意

味で町外から魅力的だと感じてくる

という学校をまず作るという方向と

いうのが大事だよね、というような話

をして中の議論に入っていったんで

すけれども、私達の方で水産科や普通

科を作るというところ、確かに今これ

から水産科や普通科を作るというの

は、とてもエネルギーが必要なことで、

大変なことじゃないかということは

出たんですが、そこの部分、それでも

ちょっと例で出ていたんですけれど

も、鹿部の方で漁師の専門学校みたい

なところがあって始まっているし、東

北の方でも学科を新しく変えてなの

か作ってなのか、そこまで詳しく聞い

てなかったんですけれども、木工の関

係とかで学科をやったら、関東の方か

らも人が来たよという例もあるしと

いうことで、そういう意味で町外に対

するアピールみたいな恰好では、その

新しい学科を作るというのはいいん

じゃないかと。さらに、そこの部分が

どうしても厳しいようであれば、すぐ

に今できるとすれば公務員の試験対

策、この部分は新聞にも取り上げられ

ていて、かなり話題になって評価もさ

れている部分でありますので、そこの

部分をもっと売り出して、福島商業高

校に来れば就職できるですとか、そう

いうふうな部分というイメージをつ

けて、皆が行きたくなるようなという

格好でやらなければいけないんじゃ
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ないかと。というような話で進めてい

ました。 

 それで、一番最後になんですけれど

も、ＰＲ方法について、今学校のホー

ムページ、オフィシャルサイトあるん

ですけれども、そこ以外にそちらの方

に誘導する学校で色んな事をやって、

実際の取り組みというのはいろんな

ことに特科して、函館の函商、商業高

校の方の先生の授業も受けられると

か、いろいろな取り組みがあるんです

けれども、やはり浸透しないとかって

いうのもあるかもしれないので、そこ

のＰＲ方法を、例えば町のホームペー

ジにも大きく載せるですとか、本当に

いろんな人の目に留まるように、ＰＲ

のものを大きく載せるというのがい

いのではないかという話が出ていま

した。以上で終わります。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。じ

ゃあ、４グループこれも高いというふ

うにしていますからお願いします。 

○４グループ 

 ４グループの内容について、うちら

の委員というか、要望の部分の格好に

はなると思うんですけれども、上から

下の点まで書いているとおりなんで

すけれども、選択制みたいな恰好で、

漁業部を発足させるということで、こ

れの意味はここに書いているとおり

なんですけれども、放誯後の部活動の

一貫として、漁業体験を高校生にして

もらうということで、最終的には漁業

に関心を持った方が町内に定住をし

て、最終的に漁師ということで起業し

てもらうような機会を持てるような

格好の取り組みもいいんじゃないか

というのと、それの二つ目の部分で、

水産業農林業の授業体験という部分

と、相撲に特化した取り組みというこ

とで、相撲部という方向として作って

あげるといいのではという部分が一

つと、あと、現在はＩＴ社会というこ

とで、システムエンジニアの育成とい

うことで、高校の方でもパソコンに触

れる機会もありますので、なおさら未

来大との包拢連携もしていますので、

そういう専門職みたいな恰好の機会

を設けて、ここは授業の一環の一つで

選択制の部分というのもできればと

いう格好で提案をさせてもらったん

ですけれども、そういう魅力化もあり

なのではないかという格好で、記載さ

せてもらっています。 

 あと、資格取得の支援ということで、

なかなか就職も厳しいということで、

今年度からだったはずなんですけれ

ども、大原簿記専門学校の方で公務員

試験の勉強をちょっと手伝ってもら

えるような環境が整っているような

格好になっていますので、そういうよ

うな資格取得の勉強機会を拡充させ

るということで、うちでこのような発

表をさせてもらったときに、なかなか

それをすべて高校生にやってもらう

ということは、難しいんじゃないのか

という話もありましたし、また、相撲

に関しては小学校中学校でもうすで

にやっている部分だから、そこまでや

らなくても、たとえ高校生がそういう

特待生とかっていう部分でもうけた
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時に、プロにいくっていう人達は中学

校を卒業した段階で、各相撲部屋とか

にいったりという部分があるので、高

校でそういう取り組みをしても、ゆく

ゆくはそれで飯を食っていくという

わけではないような格好になるので、

その考えも必要なのではという部分

で、すべてがすべて高校生にやっても

らうというものではなくて、高校のな

かで、その高校生自身が選択してもら

えるような部分をっていう授業項目

なり、部活動なりっていう部分が可能

であれば、こういうような意見を高校

の方にも出してみたいなということ

で、ちょっと発表させてもらいました。

以上です。 

○ぎょうせい 

 ありがとうございました。今のその

最 後 の 学 校 の と こ ろ で あ り ま せ ん

か？なければ、ひとつここは、全くガ

ラッと話を変えて、今あそこは福島町

立じゃないんですよね。道立なんです

ね、だからすぐ何かをできるというわ

けではないんですが、フォーラムの

方々には去年私がお話したと思うん

ですが、北海道の音威子府村の高校ね、

あれがどういう形で全国から子供た

ちを集めたのか、あそこも交通丌便で

すよね。高校で何かやるときに、すご

く重要なことは交通の便だよね、通学。

それから、もう一つ町おこしをやる時

に宿舎がないという、宿泊施設が。そ

うすると、例えば音威子府村が何をや

ったかというと、全寮制にしたんです

ね。 

例えばあの商業学校が、道が許可し

てくれて、全寮制にした時にどうなる

かというと、夏休みは期間だからみん

な帰るんですよ、実家に。そうしたら、

その間皆宿舎が空くんですよね。これ

は、アメリカとかヨーロッパで高校と

か短大でよくやっていたんですが、空

いているときに、イベントのお客をそ

こに泊めたりとか、学校と連携をして、

自分たちは町のＰＲをするんですよ。

だから、教育と産業と連携をするんで

す。子供たちは特殊な相撲部でも水産

部でもある時で来ると。でも、夏の時

はここは逆に言うと、漁業は忙しい。

でも、逆に言うとその子供さんたちが

いなくなっていく、夏にイベントとか

色々なことをやるときに、宿舎をどっ

か造らなきゃいけない、何を考えるよ

りも学校がもし寮があれば子供さん

が帰っている間、夏休みの期間は寮を

宿舎として活用するイベントを考え

るとかね。これはヨーロッパの小さな

まちおこしをやろうというとき、ほと

んどそういう格好で動いている。だか

ら、そういうことも含めてなにかやる

と、じゃあ何をするのと、それじゃこ

ういう科だとか公務員だとか色んな

事が考えられる。そうすると、そうい

う話を道に持っていけば、先行事例は

北海道の中にもあるわけですから。そ

うすると、また尐し違った展開もでき

るかなという気がいたします。ただ、

私の意見は言えないのでここはそう

いう場じゃないですから、今日はそう

いう形で、皆さんの意見を聞かせてい

ただいて、だいぶ前回よりはじゃあど

うするのというところが見え始めま
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したから、この今日の発表の結果をま

た私の方で整理をして、また皆さん方

に戻します。 

同じことを今度は別のテーマでや

りますと、３回ほど会議でつめると、

どれとどれをまとめて一つにしたら

手を打ちやすいとかどっか詰めると

いうのが見えてくると思いますので、

そういうことを期待しながら一忚今

日の合同会議、どなたか意見があれば

お伺いしますが、もしなければここで

終了させていただいていいですか？

じゃあ一旦今日の合同会議はここで

閉めという形にさせていただきます。

ご協力ありがとうござました。 


